
全体 1 件

基本目標１　「安心して子どもを生み、楽しく子育てができるまちをつくる」 8 件

基本目標２　「地域を支える産業の活力を高め、魅力ある雇用の場を創出する」 2 件

基本目標３　「国際化への対応をさらに進めつつ、多様な地域との交流・連携を 6 件
　　推進し、ともに発展する」

基本目標４　「生涯にわたり住み続けたい安心と活力のあるまちをつくる」 4 件

その他 5 件

合計 26 件

区民の皆さまからいただいたご意見と区の回答一覧

※お寄せいただいたご意見のうち、複数の分野に該当するものは分割して掲載しています。

平成２７年１２月

品川区企画部

資 料 № ３

品川区総合戦略策定委員会

平 成 27 年 12 月 24 日

品川区総合戦略素案（案）へのパブリックコメント

期間：平成２７年１１月１１日～２５日（１５日間）

意見提出者数：３名



「全体」に関するご意見

1 －

いつもお世話になりありがとうございます。品川区と区民の協働作業で策定しようとする「品川区総合戦略
素案（案）」を拝見させていただきました。素案については、素案より優れると思われる特別な意見・提案は
ありませんが、区民の一人として品川区政推進手法の素晴らしさにいつも感服しておりますので、一言だけ
述べさせていただきます。全体的に分かり易く、理解・納得の得られる素案だと思います。品川区と区民の
協働作業の手法は、地方自治体として大変優れた展開方法ですし、実施の段階でそれ以外の方法とは比
べものにならない良い成果を上げることでしょう。これからもどうぞ宜しくお願いいたします。

基本目標１　「安心して子どもを生み、楽しく子育てができるまちをつくる」に関するご意見

2 3
出生率が全国平均を下回っていて、全国平均と同等の目標1.4
品川区は子供を育てやすい街として数値が低すぎる。目標もチャレンジングではなくがっかりしました。

3 3

品川区に定住を希望する理由として、「子どもを育てやすい」と回答する区民の割合が目標50％
50％では半分が「子どもを育てにくい」と思うような目標である。
せめて51％ならばまだ意気込みが分かりますが（過半数獲得を死守）、50％では基本目標１を達成する意
思も感じられない。

4 11

どの子も我が子としてＰＴＡに関わっていた時代はもうない。声を掛けようものなら不審者となる。それはそ
の人が出所が不明だからだ。できる限りともに育てているという環境作りが必要だろう。コミュニティスペー
スやほっとサロンなどは寄合処としてなくてはならないと感じている。更なる利用と充実を期待すると共によ
り身近な存在となるよう開設の場も広げていただきたい。

5 14
ワークライフバランスの充実策の支援
100人に啓発しても意味がない。少なすぎる。品川区内の企業に推進を啓蒙したり、駅前で街頭演説でもし
ないとたくさんの人に広く伝わらない

6 14
中小企業ワークライフバランス推進支援
30企業とは目標が低すぎる。

7 15
英語教育の推進や体力向上事業の推進は小中一貫でなくても実施できるはず。
目標に校数を限定する時点で、品川区の学校に格差を生む。
教員の頑張りしだいで若干の差はあっても、全ての学校でスモールスタートできるはず（小さく始める）。

8 16
ＩＣＴの導入も格差を生まないように中途半端に導入するのはやめてほしい、全校にやるのか、やらないの
か考えてほしい。

9 16
すまいるスクールの充実が、２６年から３１年にかけて１８人しか増やせていない。
５年もかけて現状維持＋１８人増とは失礼ですが冗談にしか思えませんでした。

番号 頁 寄せられたご意見の概要

2



全体的に分かり易く、理解・納得の得られる素案であると思
う。品川区と区民の協働作業の手法は、地方自治体として
大変優れた展開方法であり、良い成果を上げると考える。

－

出生率が全国平均を下回っていて、全国平均と同等の目標
1.4 では、品川区は子供を育てやすい街として数値が低す
ぎる。

いただいたご意見や総合戦略策定委員会での議論を踏ま
え、基本目標を修正いたしました。

品川区に定住を希望する理由として、「子どもを育てやす
い」と回答する区民の割合が50％では、目標が低すぎる。

ご意見として承ります。

子どもをできる限りともに育てているという環境作りが必要
である。コミュニティスペースやほっとサロンなどは寄合処と
してなくてはならないと感じている。更なる利用と充実を期待
すると共により身近な存在となるよう開設の場も広げていた
だきたい。

・ほっとサロンにつきましては、高齢者や子育て世代の身近
な地域交流の場として重要な役割を担っており、閉じこもり
の予防や子育てに関する不安の解消、情報交換の場として
もその効果が期待されます。区といたしましても、品川区社
会福祉協議会と連携しながら、支援の充実を図ってまいりま
す。
・児童センターの「親子サロン」など、親子で自由に利用で
き、子育ての情報交換や相談、仲間作りなどの保護者が交
流できる場についても、引き続き、充実してまいります。

ワーク・ライフ・バランス啓発講座で、100人に啓発しても意
味がない。少なすぎる。品川区内の企業に推進を啓蒙した
り、駅前で街頭演説でもしないとたくさんの人に広く伝わらな
い。

ワーク・ライフ・バランス啓発の効果的な手法につきまして
は、ご意見を参考とさせていただきます。

中小企業ワーク・ライフ・バランス推進支援の配偶者出産休
暇制度を導入した企業数の目標数値が30企業では、目標
が低すぎる。

品川区では、配偶者出産休暇制度を導入し、従業員がその
制度を利用した企業に対し、10万円の奨励金を交付してお
ります。企業数につきましては、年間5社とさせていただいて
おりますが、企業数の増加につきましては、今後の導入状
況などを踏まえ、必要性について検討させていただきます。

英語教育の推進や体力向上事業の推進は、小中一貫でな
くても実施できる。 目標に校数を限定する時点で、品川区
の学校に格差を生むのではないか。

英語教育の推進および体力向上事業の推進につきまして
は、モデル校での実施方法の検討・検証を踏まえ、平成29
年度の全校展開に向け準備を進めてまいります。

学校ＩＣＴの導入も格差を生まないように中途半端に導入す
るのはやめるべきである。全校にやるのか、やらないのか
考えるべきである

プロジェクタ等ICT機器の導入につきましては、モデル校で
の実施方法の検討・検証を踏まえ、平成29年度の全校展開
に向け準備を進めてまいります。
なお、タブレット端末の配備につきましては、特別支援教育
における活用および小規模校への支援と位置付け、活用方
法の更なる検討を進めてまいります。

すまいるスクールの地域ボランティアの登録者数が、平成
26年から平成31年にかけて18人しか増やせていないのは、
目標として少なすぎる。

すまいるスクールでは、地域ボランティアの方々に教室の講
師としてご協力いただいており、人数やプログラムの内容
は、地域や学校の状況により異なります。今後も子どもたち
にとって、魅力があり、楽しめるプログラムを充実させてまい
ります。

意見への対応（案）寄せられたご意見の要約
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番号 頁 寄せられたご意見の概要

基本目標２　「地域を支える産業の活力を高め、魅力ある雇用の場を創出する」に関するご意見

10 18
新たなビジネス拠点としてのＳＨＩＰは待ち望んでいた産業支援交流の施設でした。まだまだその存在が多
くの方々の周知となっていないので、広報等をさらに深め広め伝えていただきたい。

11 18
また創業支援センターもより身近な存在として、数箇所の増設と細やかな支援体制それに伴う区内事業展
開へのアドバイス、支援等益々充実させていただきたい。

12 22 東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成「80％以上」　→５人に１人が知らない程度の目標

13 22

１　オリンピック・パラリンピックに向けてまたそれ以降の持続的発展を目標として、し・な・が・わＪＡＰＡＮ（Ｔ
ＯＫＹＯ）を世界に広めていきたい。そのためにも全区民（企業含む）参加のおもてなし体制の確立を目指す
べきだ。みんな何らかの形で関わりたいと感じている。少しだけ英語の商店街だけではない。
例えば　●しながわおもてなしステッカー（カード）表示をする。街で出会った外人に、観光客に、ようこそ！
日本へ（ようこそ！しながわへ。いい一日を・・等と書かれたステッカー（カード）提示するなど。）これならで
きそうという人もいるだろう
●しながわおもてなし英語（他外国語）検定（講座研修開催など）区内の駅などにフラッグをたてハッピを着
て対応する。うちわ、扇子などを持って・・・
●しながわおもてなし観光検定（各自が売り出したい一箇所を持つ例えばぜひ私の庭の竹林を見て欲し
い、おいしい品川まきせんべい紹介したいなどなどで良い。企業等では、うちの屋上から富士山が見える、
東京タワーが見える、スカイツリーが見えるなど

14 22

★し・な・が・わＪＡＰＡＮ（ＴＯＫＹＯ）を広めるに十分な情報と提案（要望）
≪参議院五反田分室における今後の展望について≫
オリンピック・パラリンピックの際のお休み処として使用する事の提案
場所は、池田山　住所は、東五反田５－１８－１６地先　広さ１，４６５．６７㎡　建物４８１．２４㎡
ここは、参議院議員事務総長の公邸だった場所である。
皇后様のねむの木の里の裏側に当たる場所。平成１６年事務総長公邸が廃止されてから現在は、参議院
五反田分室として会議や職員研修などに使われ居住人はおらない。
ここの地の歴史は、深く備前池田藩主池田家に由来し明治２４年に明治天皇が行幸されたことを記念した
聖跡板も設置されている。
しかし、最近になって参議院から財務省に返還されることが決定。
いづれは財務も売り払うことになろう。するとマンションか・・。それとも将来的にはいいかもしれない。行政
は潤うからだ。だが少なくともオリンピックまでこの５ヵ年計画の最中だけは行政として借入れて見てはどう
だろうか。
現在は、返還のために樹木は整備されてしまったが、みどり潤い、地域を、人々を癒していた。鳥たちの住
処でもあった。建物は、もちろん耐震性であり畳の部屋もあり、茶道サークルや絵画グループなどの研修の
場でもあったためそのまま利用できる。この周辺は、地域センターはなく、公衆トイレもなくお休みどころもな
い。皇后様のねむの木の里を見学し、池田山公園をめぐりこの場所で休憩する。庭には堂々の松の木。暑
い夏の日。冷たい飲み物に坪庭、涼風。
これこそ、し・な・が・わＪＡＰＡＮ（ＴＯＫＹＯ）を忘れることなく合言葉にし、再来を期すること受け合いではな
いだろうか。

基本目標３　「国際化への対応をさらに進めつつ、多様な地域との交流・連携を推進し、
　　　　　　　　 ともに発展する」に関するご意見

4



意見への対応（案）寄せられたご意見の要約

品川産業支援交流施設は待ち望んでいた産業支援交流の
施設であり、その存在が多くの方々に周知されていないの
で、広報等をさらに深め広め伝えてほしい。

品川産業支援交流施設につきましては、様々な機会を捉え
て、施設のＰＲに努め、利用会員数の増加や支援の充実を
図ってまいります。

創業支援センターもより身近な存在として、数箇所の増設と
細やかな支援体制それに伴う区内事業展開へのアドバイ
ス、支援等益々充実させてほしい。

創業支援センターについては、増設の予定はございません
が、品川産業支援交流施設とも連携を図りながら、支援の
充実に努めてまいります。

東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成で、区内実施競
技の周知度が80％以上では、5人に1人が知らない目標に
なるが、それでいいのか。

東京オリンピック・パラリンピックの開催年となる2020年（平
成32年）にはすべての区民に区内実施競技を知っていただ
けるよう、周知活動の充実を図ってまいります。

オリンピック・パラリンピックに向けてまたそれ以降の持続的
発展を目標として、し・な・が・わＪＡＰＡＮ（ＴＯＫＹＯ）を世界
に広めていきたい。そのためにも全区民（企業含む）参加の
おもてなし体制の確立を目指すべきである。
例えば　●しながわおもてなしステッカー（カード）表示をす
る。街で出会った外人に、観光客に、ようこそ！日本へ（よう
こそ！しながわへ。いい一日を・・等と書かれたステッカー
（カード）提示するなど。）これならできそうという人もいるだ
ろう
●しながわおもてなし英語（他外国語）検定（講座研修開催
など）区内の駅などにフラッグをたてハッピを着て対応する。
うちわ、扇子などを持って・・・
●しながわおもてなし観光検定（各自が売り出したい一箇所
を持つ例えばぜひ私の庭の竹林を見て欲しい、おいしい品
川まきせんべい紹介したいなどなどで良い。企業等では、う
ちの屋上から富士山が見える、東京タワーが見える、スカイ
ツリーが見えるなど

個別の事業につきましては、今後の施策推進のための参考
とさせていただきます。

参議院五反田分室について、少なくともオリンピックまでこ
の5ヵ年計画の最中だけは行政として借り入れて、お休み処
として活用してはどうか。

ご意見として承ります。
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番号 頁 寄せられたご意見の概要

15 26
愛着のもてる地域ブランドの創出・・・品川の土産はそもそもどこで買うべきか分からない。
せめてアトレ大井町・阪急や品川駅構内に土産を購入できる場所を出店するべき。
とりあえず土産を置かせてもらうだけでは効果が無い。

16 27

国内の地域交流地として早川、山北が現在挙げられるが、さらに交流連携を進めるにあたり、二地域居住
の推進をお願いしたい。更なる連携地域における空家古民家を借りる（あるいは購入する）ことも検討して
いただきたい。行きたい時に一人でもいける仕組み。しながわ・わがふるさとを再認識する場であり、活力
の再生でもある。また地方における新たな活力を置き土産に人の往来と雇用を活性化し、新たな発展と未
来に繋げていけるよう推進体制を確立していただきたい。つまりは都市と農村との交流支援体制の充実で
ある。

17 27 来訪者のアクセス利便性の向上・・・大井町の高速バスは現状維持ということか。

基本目標４　「生涯にわたり住み続けたい安心と活力のあるまちをつくる」に関するご意見

18 9
品川区に住み続けたいと思う区民の割合 90.9％に対して90％以上
現状維持または90.9を下回ることも想定した目標で許しがたいです。

19 28 町会・自治会の活動支援　→　自治会数13地区で限定すべきではなく全てに対応すべきでは。

20 35
救急医療体制の充実
目標が現状維持である理由をきちんと説明すべき。

21 38
地域の歴史の継承は、お年寄りに説明するだけにならないか。区内の小中学校全校に啓蒙するような積
極的な活動を期待する

「その他」に関するご意見

22 －

緑は、人を癒し地域を和ます。緑被覆率２０％弱。区内の公園は、大いに貢献している。しかし公園利用者
はどうだろうか。賑わいはあるだろうか。世代間を超えて集い、学び、笑顔と安心なまちづくりに寄与してい
くためにも公園を農作業の場として検討していただきたい。足立区にもあるような有機農業公園である。区
内各所の公園をできるだけ有効利用することで作り、食べ、学び、コミュニケーションは広がり、つながって
いく。原点は自然。獲得することは多い。
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意見への対応（案）寄せられたご意見の要約

愛着のもてる地域ブランドの創出について、品川の土産は
そもそもどこで買うべきか分からない。 せめてアトレ大井
町・阪急や品川駅構内に土産を購入できる場所を出店する
べきである。

・平成25～27年度のしながわみやげコンペティションにおい
て、「しながわみやげ」認定品59点を選定いたしました。平
成27年度の認定品については、広報しながわ12月11日号
でご紹介するとともに、しながわ観光協会のホームページに
掲載しています。また、3年間の全ての認定品を紹介するパ
ンフレットを平成28年1月に発行し、しなかんＰＬＡＺＡなどの
観光案内所で配布いたします。
・アトレ大井町等での販売につきましては、ご意見として承り
ます。

早川、山北などとの地域交流連携を進めるにあたり、二地
域居住を推進してほしい。空家古民家を借りる（あるいは購
入する）ことも検討してほしい。
地方との交流支援体制を充実してほしい。

二地域居住に対するご意見につきましては、今後の施策推
進のための参考とさせていただきます。
また、地方との交流・連携につきましては、特別区全国連携
プロジェクトを通じ、区と地方との相互の地域の活性化・発
展につながる取り組みを進めてまいります。

ＪＲ大井町駅の高速バスは、現状維持なのか。

ＪＲ大井町駅の高速バスにつきましては、現時点で、事業者
からは新たな路線を設置するなどの予定は聞いておりませ
ん。利便性の向上につきましては、引き続き、事業者に働き
かけてまいります。

品川区に住み続けたいと思う区民の割合が現在の90.9％に
対して、90％以上では目標が低すぎる。

ご意見として承ります。

町会・自治会の活動紹介リーフレットについては、自治会数
13地区で限定すべきではなく全てに対応すべきである。

町会・自治会の活動紹介リーフレットについては、13地域セ
ンターの各地区ごとに順次、発行し、区内の全地域に対応
した内容とする予定です。

救急医療体制の充実について、受診人数が現状維持であ
る理由をきちんと説明すべきである。

過去の実績を踏まえて、休日・夜間の受診人数を指標とし
ておりますが、救急医療体制の充実を図り、区民の皆さま
の不安を解消することが重要であり、受診する区民の方は
増加すべきでないとの考えにより、平成27～31年度の受診
人数を同数としております。

地域の歴史の継承は、お年寄りに説明するだけにならない
か。区内の小中学校全校に啓蒙するような積極的な活動を
期待する 。

地域の歴史の継承のため、区立小中学校の地域学習等に
おいて、「品川区史2014」を活用してまいります。

世代間を超えて集い、学び、笑顔と安心なまちづくりに寄与
していくためにも公園を農作業の場として活用できるよう、
検討してほしい。

ご意見として承ります。
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番号 頁 寄せられたご意見の概要

23 －

24 －

25 －

26 －

「まち」に関する観点が足りないと考えます。大崎のバスターミナル以外に、現在進行中の再開発、インフラ
整備が5年後を見据えて何も考えられてないように見えます。または、最初から短期で行うつもりが無いの
でしょうか。担当が違うから無関心なのではないでしょうか。
しかし、下記が解決されないと、新しく引っ越そうとする若い人に魅力ある街とならないと思います。いつま
でも住民に不便を要し、いつまでも街が工事、空洞化した状態では、安心して子育てしたいと思いますか。
区として主体的に取り組んでいないからこそ、観点に漏れてることはないですか？
・大井町駅、荏原町、武蔵小山などの駅前再開発の進行早期化
・補助26号など道路インフラの工事早期化、影響する周辺の開発の停滞解消
・JR大井町社宅跡地などゴーストタウン化の解消
・羽田空路変更による不安解消
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意見への対応（案）寄せられたご意見の要約

現在進行中の再開発、インフラ整備が5年後を見据えて何も
考えられていないと思われる。
・大井町駅、荏原町、武蔵小山などの駅前再開発の進行早
期化

・品川区総合戦略におきましては、将来的な人口減少を見
据え、生産年齢人口を維持し、安定的な人口構造を確保す
るため、品川区長期基本計画に定める施策の中から、平成
27～31年度の5年間で、特に重点的に推進すべき施策を位
置付けております。
・大井町駅、荏原町、武蔵小山などの駅前再開発事業につ
きましては、品川区長期基本計画および品川区総合実施計
画に基づき、着実に進めてまいります。

現在進行中の再開発、インフラ整備が5年後を見据えて何も
考えられていないと思われる。
・補助26号など道路インフラの工事早期化、影響する周辺
の開発の停滞解消

・品川区総合戦略におきましては、将来的な人口減少を見
据え、生産年齢人口を維持し、安定的な人口構造を確保す
るため、品川区長期基本計画に定める施策の中から、平成
27～31年度の5年間で、特に重点的に推進すべき施策を位
置付けております。
・道路整備事業につきましては、品川区長期基本計画およ
び品川区総合実施計画に基づき、着実に進めてまいりま
す。また、補助26号線などの東京都が施行する路線につき
ましても早期化を求めてまいります。

現在進行中の再開発、インフラ整備が5年後を見据えて何も
考えられていないと思われる。
・JR広町社宅跡地などゴーストタウン化の解消

JR広町社宅跡地の活用につきましては、区とＪＲ東日本が
共同で、当地の開発構想についての検討を進めています。
引き続き、地権者であるＪＲ東日本と協議し、区の中心核と
してふさわしいまちづくりを進めてまいります。

現在進行中の再開発、インフラ整備が5年後を見据えて何も
考えられていないと思われる。
・羽田空路変更による不安解消

羽田空港の機能強化に伴う飛行ルートの変更につきまして
は、国の責任において、地域の皆さんの不安を取り除き、理
解を深めていくことが重要であると考えておりますので、引
き続き、国に対してしっかりとした説明を求めてまいります。
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